
「
広
報
と
ん
だ
ば
や
し
」の

配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す

令
和
４
年
５
月
号
か
ら

配
布
方
法

《
４
月
号
ま
で
》　

　
町
会
・
自
治
会
を
中
心
と
し

た
配
布
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
各

家
庭
に
配
布
。

《
５
月
号
か
ら
》

　
毎
月
月
末
ご
ろ
か
ら
１
週
間

程
度
を
か
け
て
、
配
布
事
業
者

（
富
田
林
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
）
が
、
各
家
庭
お
よ
び

事
業
所
・
店
舗
の
郵
便
受
け
に

直
接
お
届
け
し
ま
す
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住

宅
は
、
集
合
ポ
ス
ト
に
お
届
け

し
ま
す
。

※
議
会
だ
よ
り
、
公
民
館
だ
よ

り
な
ど
の
折
り
込
み
配
布
物
に

つ
い
て
も
同
様
で
す
。

※
一
部
の
地
域
で
は
、
町
会
・

自
治
会
が
全
世
帯
・
事
業
所
・

店
舗
へ
の
配
布
を
実
施
し
ま
す
。

問
都
市
魅
力
課（
内
線
３
２
６
）

　
令
和
４
年
５
月
号
広
報
（
４
月
末
配
布
開
始
）
か
ら
、「
広

報
と
ん
だ
ば
や
し
」を
全
世
帯
・
全
事
業
所
・
店
舗
の
郵
便

受
け
に
直
接
お
届
け
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
医
療
費
の

窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
う
ち

窓
口
負
担
分
を
除
い
た
約
４
割
を

負
担
す
る
現
役
世
代
の
負
担
上
昇

を
抑
え
、
国
民
皆
保
険
を
未
来
に

つ
な
い
で
い
く
た
め
、
医
療
費
の

窓
口
負
担
割
合
が
見
直
さ
れ
ま
し

た
。

　
令
和
４
年
10
月
１
日
㈯
か
ら
、

住
民
税
課
税
所
得
が
28
万
円
以
上

の
人
で
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る

人
は
、
加
入
者
全
員
が
現
役
並
み

所
得
者
（
窓
口
負
担
割
合
３
割
）

を
除
き
、
２
割
負
担
と
な
り
ま
す

（
左
表
参
照
）。

　
ま
た
、
２
割
負
担
に
な
る
人
に

は
、
施
行
後
３
年
間
（
令
和
７
年

９
月
30
日
㈫
ま
で
）
は
１
カ
月

の
外
来
医
療
の
負
担
増
加
額
が

３
０
０
０
円
ま
で
と
な
る
配
慮
措

置
が
あ
り
ま
す
。

問
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

〔
☎
０
６（
７
５
０
７
）２
３
７
５
〕 

（
４
月
１
日
㈮
以
降
は
〔
☎
０
６

（
４
７
９
０
）２
０
２
８
〕）、
福
祉

医
療
課
（
内
線
１
５
８
、１
５
９
）

再エネ電力を共同購入しませんか
　府では、４月28日㈭まで、「再生可能エネル
ギー電気」をお得に購入する共同購入の参加
者を募集しています。
問大阪ＥＥ電事務局〔☎0120(457)200〕（土・日曜日、
祝日を除く、午前10時～午後６時）

省エネ行動促進啓発キャンペーン
　府では、引っ越しのタイミングに知っておいて得する、
省エネにつながる情報を紹介しています。
※詳しくは、府ウェブサイト〔https://www.pr 
ef.osaka.lg.jp/eneseisaku/nudge/nudge_
campaign.html〕をご覧ください。
問府エネルギー政策課〔☎06(6210)9288〕  

■窓口負担割合の見直し内容

年金収入＋その他の合計所得金額 自己負担割合	
（現状）

自己負担割合	
（改正後）

200 万円未満　（同一世帯内に、被保険
者が２人以上の場合は 320 万円未満） １割 １割

200 万円以上　（同一世帯内に、被保険
者が２人以上の場合は 320 万円以上）
※現役並み所得者は除く。

１割 ２割

10
月
１
日
㈯
か
ら
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無料ごみシールの配布・
プラスチック製容器など
の収集日変更

ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送
で
配
布

　

茶
色
の
封
筒
に
、
シ
ー
ル
と

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
の

保
存
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
、

ご
家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投
函
し
ま
す
。

３
月
14
日
㈪
～
29
日
㈫
に
郵
送
で

配
布
し
ま
す
の
で
、
期
間
中
は
ポ

ス
ト
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、シ
ー
ル
は
世
帯
の
人
数
ご

と
に
分
け
て
発
送
す
る
た
め
、
同

じ
地
域
、
同
じ
住
所
で
あ
っ
て
も

到
着
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
ご
み

の
分
別
に
関
す
る
情
報
や
収
集
の

曜
日
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
シ
ー
ル
が
届
い
た
ら
必
ず
種
類
、

枚
数
の
確
認
を

　
シ
ー
ル
の
種
類
、
配
布
枚
数
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
３
月
30
日
㈬
を
過
ぎ
て
も
シ
ー

ル
が
届
か
な
い
と
き
は
、
環
境
衛

生
課
（
内
線
１
４
４
～
1
４
６
）

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人

（
シ
ー
ル
の
交
付
申
請
）

　
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人
な

ど
に
は
シ
ー
ル
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
本
市
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

（
住
所
と
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
水
道

料
金
な
ど
の
領
収
書
、
賃
貸
契
約

書
、
郵
便
物
の
コ
ピ
ー
な
ど
）
を

持
参
し
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は
金

剛
連
絡
所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
４
月
よ
り
使
用
で
き
ま
す

　
シ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
色
分

け
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の

シ
ー
ル
は
、
４
月
の
収
集
よ
り
使

用
で
き
ま
す
。
な
お
、
令
和
３
年

度
の
シ
ー
ル
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
継
続

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
期
限
が
過
ぎ
た
シ
ー
ル
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

■
シ
ー
ル
の
返
還

　
転
出
な
ど
に
よ
り
本
市
か
ら
引

っ
越
し
す
る
場
合
は
、
転
出
届
の

際
に
シ
ー
ル
を
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。
シ
ー
ル
は
譲
渡
禁
止
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装・

飲
料
用
紙
容
器
（
牛
乳
パ
ッ

ク
な
ど
）
の
収
集
日
が
変
更

　
４
月
１
日
㈮
か
ら
「
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
」
の
収
集
日
が

一
部
の
地
域
を
除
き
変
更
に
な
り
、

飲
料
用
紙
容
器
（
牛
乳
パ
ッ
ク
な

ど
）
の
収
集
日
が
月
２
回
に
変
わ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
３
月
に
送

付
す
る
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト(

環
境
衛
生
課
の

ペ
ー
ジ)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

無料ごみシール配布枚数　※年１回配布、１年間の枚数
もえるごみ専用シール

世帯人数 枚数（シート数） 色
１～２人世帯 110 枚（5.5 枚）

赤紫
３～４人世帯 220 枚（11 枚）
５～６人世帯 280 枚（14 枚）
７人以上の世帯 340 枚（17 枚）

粗大ごみ専用シール
世帯人数に関係なく
１世帯当たり 36 枚（６枚） 深緑

野外でのごみの焼却はやめましょう
　家庭ごみや枯れ葉などの野外焼却（いわゆる、
野焼き行為）は「廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律」により、一部の例外（焼き畑、とんど焼き、
防災訓練など）を除き原則禁止されています。
●知らないところで困っている人がいるかもし
れません
　「煙が家の中に入って息苦しい」「洗濯物に臭
いや灰がついて困っている」など野焼き行為に
よる苦情が多く寄せられています。
　「これぐらいなら大丈夫」と思っていても、
知らないところで迷惑を掛けていますので、野
焼き行為はやめましょう。
　また、例外に該当する内容であっても、近隣
の迷惑にならないよう、必要最小限にしましょ
う。
問環境衛生課（内線139、171）

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、

本
市
「
所
有
者
の
い
な
い
猫
対
策

事
業
」
に
賛
同
い
た
だ
け
る
人
の

ご
支
援
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市

内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
附
目
標
額

２
０
０
万
円
を
大
き
く
上
回
る

２
３
８
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重

な
寄
附
金
は
、
全
て
「
所
有
者
の

い
な
い
猫
対
策
事
業
」
を
実
施
し

て
い
く
た
め
、
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
人
と
猫
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
３
９
、 

１
７
１
）

温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

所
有
者
の
い
な
い
猫
対
策
事
業

問環境衛生課（内線 144～ 146）
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転
入
・
転
出
・
転
居
に
関
す
る

手
続
き
の
臨
時
受
け
付
け

　
本
市
で
は
、
引
っ
越
し
シ
ー
ズ

ン
に
合
わ
せ
て
、
４
月
３
日
㈰
の

午
前
中
、
臨
時
で
転
入
・
転
出
・

転
居
に
関
す
る
窓
口
業
務
を
実
施

し
ま
す
。

と
き　
４
月
３
日
㈰
、
午
前
9
時

～
正
午

※
月
～
金
曜
日
の
開
庁
時
間
と
は

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
は
、
午
後

0
時
45
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
市
民
窓
口

課取
り
扱
い
業
務
な
ど　
住
民
異
動

届
、印
鑑
登
録
、戸
籍
届（
受
け
付

け
の
み
）、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑

登
録
証
明
書
な
ど
各
種
証
明
書
の

Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！

　１月、ＭＬＢピッツバーグ・
パイレーツ所属の筒香　嘉智
選手が、富田林バファローズ
スタジアムで練習され、吉村
市長が激励訪問をしました。

４
月
３
日
㈰

マイナンバーカードの日曜交付
　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の日
程で開設します。申請者本人がお越しください。
とき　３月６日㈰、13日㈰、４月３日㈰、午前９
時～正午　ところ　市役所１階市民窓口課
※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。
問市民窓口課（内線131、132）

コンビニ交付のご利用を
　本市では、マイナンバーカードを利用した証明書
の「コンビニ交付サービス」を実施しています。
　同サービスでは、住民票や印鑑登録証明書、市・
府民税証明書（現年度分）の発行ができます。
　土・日曜日、祝日も利用できますのでぜひご活用
ください。
とき　午前６時30分～午後11時（年末年始および
メンテナンス日を除く）
ところ　マルチコピー機が設置されているセブン -
イレブン、ローソン、ファミリーマートなどのコン
ビニ
利用方法　マイナンバーカードと暗証番号（利用者
証明用４桁）を利用してコンビニにあるマルチコ
ピー機を操作します。
※一部発行できない証明書がありますので詳しくは
お問い合わせください。
問市民窓口課（内線131、132）、課税課（内線
111）

交
付
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

※
手
続
き
に
必
要
な
持
ち
物
な
ど

詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
他
市
町
村
な
ど
へ
の
問
い
合
わ

せ
が
必
要
な
場
合
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う
手
続
き
、
市

民
窓
口
課
以
外
の
手
続
き
な
ど
、

一
部
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
業
務

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
３
１
、

1
３
２
）

入
選
作
品
決
定

【
一
般
の
部
】

《
天
賞
》

セ
ピ
ア
色
夕
暮
れ
似
合
う
寺
内

町
　
　
　
　
　
　
　
　
由
美
子

《
地
賞
》

渾
身
の
汗
で
名
産
芋
や
茄
子

　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
澄
子

《
人
賞
》

滝
谷
の
山
が
ピ
ン
ク
の
シ
ョ
ー

ル
巻
く
　
　
　
　
松
谷
　
由
夏

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

《
天
賞
》

だ
ん
じ
り
だ
聞
こ
え
て
く
る
よ

秋
の
う
た
　
　
　
　
日
谷
　
凛

《
地
賞
》

田
や
畑
お
野
菜
た
ち
の
遊
園
地

　
　
　
　
　
　
　
義
　
は
る
の

《
人
賞
》

ト
ッ
ピ
ー
と
二
人
で
写
真
ハ
イ

チ
ー
ズ
　
　
　
　
岸
田
　
寧
音

　「
富
田
林
の
え
え
と
こ
」
を
テ
ー
マ
に
川
柳
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
一
般
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
合
わ
せ
て
９
６
９
人
も
の
ご
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
一
般
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
３
点
の
作
品
が
入
賞
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
作
品
・
氏
名
／
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

第
２
回「
富
田
林
え
え
と
こ
川
柳
」

問
生
涯
学
習
課
〔
☎

（26）
８
０
５
６
〕
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各種団体と災害時の
応援協定を締結

　
近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時

に
、
迅
速
か
つ
的
確
な
復
旧
復
興

や
被
災
者
支
援
を
す
る
た
め
、
各

種
団
体
と
災
害
時
の
応
援
協
定
を

積
極
的
に
結
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
中
に
締
結
し
た
協

定
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
本
市
で
は
、
今
後
も
各
種
団
体

と
の
協
定
締
結
を
推
進
し
、
大
規

模
災
害
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
０
３
）

３月から防災無線の定期放
送時間を午後６時に変更
　近年、全国各地で地震や豪雨、
台風などの災害が多く発生して
います。
　本市では災害発生時に備えた
平常時の放送点検として、子ど
もたちに帰宅を呼び掛けるため
の定期放送を防災無線により実
施しています。
とき・内容　毎日、午後６時（10
月～翌年２月までは午後５時）、
童謡「夕焼け小焼け」（メロディ
のみ）
問危機管理室（内線9503）

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金
制
度

町
会
（
自
治
会
）
の
皆
さ
ん
へ

～
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
支
援
し
て
い
ま
す
～

　
地
域
の
見
守
り
、
住
宅
地
な
ど

で
の
犯
罪
抑
止
な
ど
、安
全
で
、安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
市

民
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
町

会
（
自
治
会
）
が
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
同
補
助
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

補
助
対
象
団
体　
町
会（
自
治
会
）

な
ど

補
助
金
額　
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の

設
置
に
係
る
経
費
の
３
分
の
２
の

額
で
、
一
事
業
に
つ
き
上
限
50
万

円※
耐
用
年
数
の
経
過
に
伴
う
更
新

（
機
器
入
替
）に
つ
い
て
も
適
用
さ

れ
ま
す
。

※
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
前
に
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
運

用
基
準
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
０
３
）

名称 目的、内容など 協定先

災害時における物資の供給協力
に関する協定

災害が発生または発生するおそれがある時、必要
な物資の供給協力に関し、必要な事項を定める。 三協フロンテア株式会社

災害時における宿泊施設の提供
に関する協定

災害が発生または発生するおそれがある時、宿泊
施設の提供に関し、必要な事項を定める。 大阪府旅館組合富田林支部

災害時及び感染症拡大時におけ
る物資の供給協力に関する協定

災害や感染症拡大などが発生または発生するおそ
れがある時、必要な物資の供給協力に関し、必要
な事項を定める。

株式会社せいき

災害時等における協力に関する
協定

災害などにより、市域において多数の被災者 ( 死
者も含む ) が発生した場合における支援協力に関
し、必要な事項を定める。

南海グリーフサポート株式会社

災害時等における物資の供給協
力に関する協定

災害が発生または発生するおそれがある時、必要
な物資の供給協力に関し、必要な事項を定める。

一般社団法人日本チェーン
ドラッグストア協会大阪府支部

災害等の相互応援に関する協定
災害が発生し、被害を受けた市が独自では応急復
旧対策が十分にできない時、相互の応援活動に関
し、必要な事項を定める。

三重県松阪市

※令和４年２月時点
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毎
年
、
４
月
２
日
は
、
国
連
が

定
め
た「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

で
す
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
こ
の

　
令
和
２
年
、自
殺
に
よ
り
、全
国

で
２
万
１
０
８
１
人
、大
阪
府
内

で
１
４
０
９
人
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。

　
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
関
係
し
、
そ
の
多
く
が

「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」で
あ
り
、

「
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問

題
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
左
表
の
機
関
な
ど
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
〔
☎
(28)

５
５
２
０
〕

相談名 とき 電話番号

こころの健康相談第一ダイヤル
月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時 30 分～午後５時
※３月１日㈫の午前９時 30 分～ 31日㈭の午
後５時は、24 時間体制で相談を受け付けます。

〔☎ 0570(064)556〕

こころの電話相談 月・火・木・金曜日（祝日、年末年始は
除く）、午前９時 30 分～午後５時 〔☎ 06(6607)8814〕

若者専用電話相談（わかぼちダイヤル）水曜日（祝日、年末年始は除く）、午前
９時 30 分～午後５時 〔☎ 06(6607)8814〕

富田林保健所精神保健福祉相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時 45 分 〔☎ (23)2684〕

妊娠中や産後こころが不安になったら
大阪府妊産婦こころの相談センター

月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前 10 時～午後４時 〔☎ 0725(57)5225〕

自死遺族相談（予約制）
大阪府こころの健康総合センター

月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時 45 分 〔☎ 06(6691)2818〕

新型コロナこころのフリーダイヤル 毎日、午前９時 30 分～午後５時 〔☎ 0120(017)556〕
関西いのちの電話 365 日、24 時間対応 〔☎ 06(6309)1121〕
大阪自殺防止センター 金曜日の午後１時～日曜日の午後 10 時 〔☎ 06(6260)4343〕

こころの救急箱 月曜日の午後７時～翌午前３時、木・土
曜日、午後７時～ 10 時 〔☎ 06(6942)9090〕

自殺予防いのちの電話 毎月 10 日の午前８時～翌午前８時 〔☎ 0120(783)556〕
大阪府こころのほっとライン新型コロナ専用
新型コロナウイルス感染症に関する不安やストレスなど、こころの健康に関する相談に LINE

（文字チャット）でお応えします。右図のＱＲコードからＬＩＮＥの友だち登録をしてください。
※水・土・日曜日、午後５時 30 分～ 10 時 30 分（受け付けは午後 10 時まで）
相談窓口一覧　
大阪府のこころの健康総合センターのページ〔https://www.pref.osaka.lg.jp/kokoronokenko
/soudankikan/jisatsu_soudan.html〕に相談窓口一覧を掲載していますので、ご覧ください。

３月は自殺
対策強化週間

のんびり「居場所」にきてみませんか
　カードやボードゲームで一緒にのんびり
過ごしてみませんか。最初の一歩を踏み出
すための居場所です。
とき　３月16日㈬、午後１時～３時
ところ　T

ト ピ ッ ク

opic（きらめき創造館）
対象者　ひきこもり当事者およびその家族　
定員　20人
参加費　無料（当日直接会場へ）
問生涯学習課〔☎ (26)8056〕

ひきこもりシンポジウム	 	
～ひきこもりから社会参加への道
家族・社会にできること～
とき　３月21日㈷、午前10時～午後０時
30分（午前９時30分開場）
ところ　T

ト ピ ッ ク

opic（きらめき創造館）
内容　山下　耕平さん（ＮＰＯ法人フォロ
副代表理事）による講演会、ひきこもり支
援機関による交流会
対象者　ひきこもりの子どもや若者、その
家族、支援者など
定員　50人　参加費　無料
申し込み　３月７日 ㈪～、生涯学習課

〔☎ (26)8056・FAX(26)8058・Ｅメール
s-gaku@city.tondabayashi.lg.jp〕へ（申
し込み先着順）

日
か
ら
８
日
ま
で
を
「
発
達
障
が

い
啓
発
週
間
」
と
位
置
付
け
、
自

閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が

い
へ
の
理
解
促
進
の
た
め
、
全
国

で
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会

の
中
で
自
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、

発
達
障
が
い
に
対
す
る
私
た
ち
一

人
一
人
の
理
解
が
必
要
で
す
。
自

閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が

い
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
・
日
本
実
行
委
員
会
公
式

サ
イ
ト
〔http://w

w
w

.w
orld 

autism
aw

arenessday.jp/ht 
docs/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
の	

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
府
で
は
、同
啓
発
デ
ー
に
合
わ
せ

て
、府
内
の
主
要
建
物
を
同
啓
発

デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る

ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

と
き
　
４
月
２
日
㈯
、
日
没
（
午

後
６
時
30
分
ご
ろ
）
～

※
終
了
時
刻
は
施
設
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

と
こ
ろ　
①
大
阪
城
天
守
閣
、②

大
阪
府
咲
洲
庁
舎
、③
府
立
男
女

共
同
参
画・青
少
年
セ
ン
タ
ー（
ド
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）、④
天
保
山
大
観
覧

車
、⑤
万
博
記
念
公
園
太
陽
の
塔

問
府
地
域
生
活
支
援
課
〔
☎
０
６

（
６
９
４
４
）
６
６
８
９
〕

「世界自閉症啓発デー」

「発達障がい啓発週間」

毎年４月２日は

４月２日～８日は

11
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ひとり親家庭の親などのための	 	
就業支援講習会
①実務者研修（自宅学習（レポート）と通学
（スクーリング））
とき　５月28日～10月１日の金曜日または
土曜日、午前９時～午後６時（各全９回）
※詳しい日程は、お問い合わせください。
ところ　未来ケアカレッジ難波校（大阪市浪
速区難波中三丁目６の12）
対象者　初任者研修またはヘルパー２級の資
格を有し、現在、介護職に従事し数年の実務
経験があり、介護福祉士の資格取得をめざし
ている人
定員　金曜日＝12人、土曜日＝12人
受講料　１万5000円
②登録販売者
とき　６月４日～７月16日の毎週土曜日、
午前10時～午後４時（全７回）
ところ　府立母子・父子福祉センター
対象者　ひとり親家庭の親や寡婦
定員　20人　受講料　6000円
申し込み　①は４月28日㈭、②は５月６日
㈮（いずれも必着）までに、同センターホー
ムページの登録フォームまたは往復はがき
に、講習会名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、
職業、電話番号、志望動機、過去に同センター
で受講した講座、保育希望者は子どもの氏名・
年齢（対象は２歳から就学前まで）、①は介
助職実務経験年数と所持している資格名、②
は Wi-Fi 環境の有無を記入し、〒537-0025
大阪市東成区中道一丁目3の59　大阪府立母
子・父子福祉センター〔☎06(6748)0263〕
へ（申し込み多数の場合抽選）　
※詳しくは、同センターホームページ〔http 
s://www.osakafu-boshiren.jp/〕をご覧く
ださい。

病
児
保
育
事
業
の
ご
利
用
を

可
。

※
同
申
込
書
は
こ
ど
も
未
来
室
ま

た
は
市
内
保
育
施
設
・
学
童
ク
ラ

ブ
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

※
対
象
者
や
利
用
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
Ｔ
ｏ

ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
」〔https://ton-ton.

jp

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
同
申
込

書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

問
こ
ど
も
未
来
室（
内
線
２
８
２
）

３
月
１
日
㈫
よ
り
、
令
和
４
年
度
分
の

利
用
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　
済
生
会
富
田
林
病
院
院
内
保
育

施
設
「
な
で
し
こ
保
育
園
」
で
実

施
し
て
い
る
病
児
保
育
の
令
和
４

年
度
の
利
用
登
録
を
、
３
月
１
日

㈫
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み　
３
月
１
日
㈫
～
、
利

用
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、こ
ど
も
未
来
室
へ
持
参（
郵

送
不
可
）。

※
市
内
保
育
施
設
・
学
童
ク
ラ
ブ

利
用
者
は
利
用
施
設
へ
の
持
参
も

Ｔｏｐｉｃ子ども・
若者チャレンジフェス

　
子
ど
も
・
若
者
が
考
え
た
、
ダ

ン
ス
や
音
楽
な
ど
の
発
表
や
市
内

各
所
中
継
、
ク
イ
ズ
な
ど
楽
し
い

企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ
ブ
配
信
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

と
き　
３
月
27
日
㈰
、
午
後
２
時

～
４
時

と
こ
ろ　
Ｔト

ピ

ッ

ク

ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
（
き
ら
め

き
創
造
館
）

定
員　
会
場
視
聴
＝
20
人
、
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ
視
聴
＝
定
員
な
し

申
し
込
み　
３
月
７
日
㈪
～
25
日

㈮
に
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
生
涯

学
習
課
の
ペ
ー
ジ
）
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
へ（
申
し
込
み
先
着
順
）

動
画
配
信
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
配
信
業
務
を
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　
中
学
生
～
30
歳
ま
で
の

人　定
員　
10
人

申
し
込
み　
３
月
10
日
㈭
ま
で
に
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
生
涯
学
習
課

の
ペ
ー
ジ
）
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
へ
（
申
し
込
み
先
着
順
）

10年用パスポートの申請可能年齢が変わります
　４月１日㈮から、成年年齢が20歳から18歳となること
に伴い、18歳以上の人のパスポートの申請は有効期間が
５年に加え10年の申請が可能になります。
　新規申請の際はご注意ください。
問市民窓口課（内線136）
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特
定
生
産
緑
地
の
指
定
に

係
る
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
本
市
で
は
、
平
成
4
年
か
ら
6

年
度
に
指
定
さ
れ
た
生
産
緑
地
の

所
有
者
に
対
し
、
特
定
生
産
緑
地

の
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
4
年
に
指
定
さ
れ
た
生
産

緑
地
に
つ
い
て
は
、
指
定
手
続
の

受
付
期
間
が
令
和
4
年
3
月
末
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
人
は
、
特
定
生
産

緑
地
の
指
定
を
希
望
す
る
か
し
な

い
か
判
断
し
、
ど
ち
ら
の
場
合
で

あ
っ
て
も
、
受
付
期
間
内
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
該
受
付
期
間
を
過
ぎ

る
と
、
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
が

出
来
な
く
な
り
ま
す
。

受
付
期
間

・
平
成
4
年
度
指
定
分
は
令
和
４

年
３
月
末
ま
で

・
平
成
5
年
度
指
定
分
は
令
和
５

年
３
月
末
ま
で

・
平
成
6
年
度
指
定
分
は
令
和
６

年
３
月
末
ま
で

問
都
市
計
画
課
（
内
線
４
５
１
、 

４
５
３
）

ボートレースの収益金は市のさ
まざまな事業に役立てられてい
ます
　本市を含む府内16市で構成されて
いる「大阪府都市競艇企業団」は昭和
27年に設立され、同企業団主催のボー
トレースを開催しています。
　その収益金の一部は、配分金として
同企業団の構成市に配分されていま
す。
　この貴重な財源（下図参照）は、教
育施設や福祉施設などさまざまな公共
施設の整備に充てるための基金への積
み立てなどに活用しています。

問商工観光課（内線483）

過去５年間の配分金

年度 本市配分金

平成28年度 8366万 8126円

平成29年度 8857万 2554円

平成30年度 １億3774万 5712円

令和元年度 １億6232万 9196円

令和２年度 ２億6007万 3055円

●
た
け
ち
ゃ
ん
農
園

と
こ
ろ　
錦
織
北
三
丁
目

利
用
料　

年
額
７
２
０
０
円
～

２
万
９
４
０
０
円
（
１
区
画
約
36

～
１
４
７
㎡
）

問
竹
野　
久
子
さ
ん
〔
☎
０
９
０

（
４
２
９
５
）
７
４
１
５
〕

●
な
の
花
畑

と
こ
ろ　
佐
備

利
用
料　
年
額
5
万
円
（
１
区
画

約
40
㎡
、
種
・
苗
・
肥
料
代
、
営

農
指
導
・
農
具
使
用
料
な
ど
含
む
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
、
ト
イ
レ
、

休
憩
所
あ
り
。

問
東　

幸
一
さ
ん〔
☎
(34)
５
３ 

５
１
〕

●
農
園　
泉

と
こ
ろ　
加
太
一
丁
目

利
用
料　
年
額
１
万
５
０
０
０
円

（
１
区
画
約
42
㎡
）

問
尾
崎　
充
貞
さ
ん
〔
☎
０
7
２

（
３
６
５
）
１
７
６
８
〕

●
松
村
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ　
龍
泉
（
Ｊ
Ａ
大
阪
南
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
）

利
用
料　
年
額
１
万
８
０
０
０
円

～
３
万
８
０
０
０
円
（
１
区
画
約

85
～
１
５
６
㎡
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
あ
り
。

問
松
村　
忠
一
さ
ん
〔
☎
０
９
０

（
５
６
６
３
）
６
２
３
７
〕

●
も
と
き
り
ん
フ
ァ
ー
ム
２

と
こ
ろ　
龍
泉

利
用
料　
年
額
１
万
８
０
０
０
円

（
１
区
画
約
80
㎡
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
、
ト
イ
レ

あ
り
。

問
福
田　
恵
美
子
さ
ん〔
☎
０
９
０

（
４
３
０
０
）
２
７
４
８
〕

●
ハ
イ
ジ
の
里

と
こ
ろ　
龍
泉

利
用
料　
年
額
１
万
８
０
０
０
円

（
１
区
画
約
80
㎡
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
あ
り
。

問
松
村　
光
昭
さ
ん
〔
☎
０
９
０

（
８
７
９
１
）
５
８
９
５
〕

●
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
小
規
模
農

園
Ａ
・
Ｂ

と
こ
ろ　
山
中
田
町
一
丁
目

貸し農園空き区画
の利用者を募集

利
用
料　
年
額
１
万
円
（
１
区
画

約
35
～
1
０
０
㎡
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
あ
り
。

問
堀
川　
俊
文
さ
ん
〔
☎
０
９
０

（
６
９
８
７
）
３
８
１
７
〕

●
左
古
農
園

と
こ
ろ　
高
辺
台
二
丁
目
（
金
剛

図
書
館
近
く
）

利
用
料　
年
額
１
万
円
（
１
区
画

約
20
㎡
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
あ
り
。

問
左
古　

正
さ
ん
〔
☎
０
９
０

（
５
３
６
１
）
５
６
３
２
〕

令
和
４
年
３
月
末
ま
で
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男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ	

を
利
用
し
ま
せ
ん
か　

ま
た
、
登
録
団
体
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク「
ウ
ィ
ズ
ネ
ッ
ト
」に
参

加
し
て
、
市
と
連
携
し
て
事
業
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
令
和
４
年
４
月
よ
り
使
用

を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
３

月
18
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み　
人
権
・
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
２
）
へ

　
す
ば
る
ホ
ー
ル
内
に
あ
る
「
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
」

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ

し
て
活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
が
学

習
、
会
議
、
交
流
な
ど
の
た
め
に

使
用
で
き
る
場
所
で
す
。

　
同
ウ
ィ
ズ
内
に
は
、
会
議
室
や

印
刷
機
、
貸
し
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
部
屋
の
利
用
は
無
料

で
す
が
、
事
前
に
グ
ル
ー
プ
登
録

が
必
要
で
、
活
動
内
容
や
会
員
構

成
な
ど
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。

ＬＧＢＴＱコミュニティスペース
「にじいろブーケ」
とき　３ 月26日 ㈯、
午後２時～４時　
ところ　市役所　
内容　「ＬＧＢＴＱ」
と「未来の自分」
定員　20人　参加費　200円
申し込み　３月７日㈪～24日㈭に、市ウェ
ブサイト（人権・市民協働課のページ）の
申し込みフォームまたは電話、ファクス、
Ｅメールで、講座名、参加者の氏名、参加
人数を記入し、人権・市民協働課〔（内線
471）・ＦＡＸ(25)9037・Ｅメール jinken@
city.tondabayashi.lg.jp〕 へ（ 申 し 込 み
先着順）

サークル創出
支援サービスの
ご利用を

　
初
め
て
サ
ー
ク
ル
活
動
を
す
る

団
体
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
市
民

会
館
）
の
各
施
設
を
低
額
で
提
供

し
ま
す
。

対
象
施
設　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

各
施
設
（
た
だ
し
、
希
望
の
部
屋

が
空
い
て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
）

対
象
者　
初
め
て
サ
ー
ク
ル
活
動

を
す
る
、
初
期
参
加
人
数
４
人
ま

で
の
団
体　

※
営
利
活
動
で
の
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

サ
ー
ビ
ス
内
容　
施
設
使
用
料
半

額
（
１
区
分
５
回
ま
で
）、
施
設
利

用
時
の
備
品
代
無
料

申
し
込
み　
３
月
６
日
㈰
、
午
前

　
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
」は
、聴
覚
や
発
話
の
障
が

い
な
ど
に
よ
り
、電
話
で
の
１
１
９

番
通
報
が
困
難
な
人
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
１
１
９
番
に
通

報
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
」を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
事
前
に
障
が
い
福
祉

課
ま
た
は
市
消
防
本
部
へ
の
利
用

申
請
が
必
要
で
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
市
内
在
住
で
聴
覚
・
音

声
・
言
語
機
能
な
ど
の
障
が
い
に

よ
り
音
声
で
の
通
報
が
困
難
な
人

問
障
が
い
福
祉
課
〔（
内
線

１
９
２
）・
ＦＡＸ

（25）
３
１
２
３
〕、市
消

防
本
部
指
令
課〔
☎

(23)
０
１
１
９・

ＦＡＸ
(26)
０
１
１
９
〕

「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
」
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
ご
利
用
を

10
時
～
、
参
加
者
名
簿
を
持
参
し
、

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
へ
（
申
し
込

み
先
着
順
）

※
申
請
後
、審
査
が
あ
り
ま
す
。審

査
結
果
は
、
約
１
週
間
後
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

「
消
費
者
庁
若
者

ナ
ビ
！
」が
開
設

さ
れ
ま
し
た

　
消
費
者
庁
で
は
、
情
報
発
信

だ
け
で
な
く
、
も
う
け
話
や

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
、
美
容
・

エ
ス
テ
関
係
な
ど
、
よ
く
あ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
機
能

や
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
問
題
に

対
す
る
投
稿
機
能
を
備
え
た
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
な
い
成
人
に
な
り
た
て
の
若

者
に
狙
い
を
定
め
、
契
約
を
迫

る
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
今
の
内
か
ら
身
近
な
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
事
例
な
ど
に
触

れ
、
知
識
を
得
ま
し
ょ
う
。

問
商
工
観
光
課
（
内
線
４
８
３
）
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市民アンケート調査結果
　市政に関する市民の皆さんの考えなどを知るため、令和３年10月に実施した市民アンケートの調査結果がまとまりました。
　アンケートの実施方法は、住民基本台帳から無作為に抽出した18歳以上の1500人に郵送しました。そのうち、614人の
皆さんから回答をいただき、回収率は40.9％でした。

　お忙しい中、アンケートにご協力いただいた市民の皆さん、ありが
とうございました。本市では、市民の皆さんからいただいた貴重なご
意見を参考に、今後、重点を置いていかなければならない事項を、政
策・施策別に整理し、これからの市政運営に活用していきたいと考え
ます。なお、市民アンケート調査結果の詳細は、市ウェブサイト（都
市魅力課のページ）からご覧いただけます。
問都市魅力課（内線181）

～皆さんの声をお聞きしました～

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

まちづくりに参加できる
機会の充実

くらしに必要な行政情報の提供

市民団体・地域コミュニティと
行政との協働によるまちづくり

結婚・妊娠・出産支援の充実

保育や子育て支援の充実

幼稚園・小中学校
における教育の充実
子どもや若者の健全な
育成のための環境づくり

生涯学習の機会や場の充実

市民文化・スポーツ活動の推進

地域における健康づくりの機会や保健予防、
身近な医療サービス・救急医療の充実　
地域における支えあいや高齢者・障がい者（児)
への支援など、誰もが暮らしやすいまちづくり

人権の尊重と平和意識の高揚

男女が共に生きやすい
環境づくりと女性の活躍の促進
多文化共生のまちづくりと

国際交流の促進

商工業の活性化

農業の活性化

自然資源や歴史資源を
活かした観光の振興

文化・スポーツ・地域主体の
イベントなど人の集まる機会の充実

防災・防犯対策の充実

消防・救急医療体制の充実

適切な規制・誘導による
計画的な土地利用の推進
道路・水道・下水道などの

都市基盤の整備
良好な住環境づくりや
あき家対策の推進

地域の実情に応じた公共交通
の充実や交通安全対策の推進
ごみの減量や省エネ化などによる、
環境にやさしく美しいまちづくり
自然・歴史環境の保全、
公園などの身近な緑の保全

未回答とても
不満

とても
満足 やや不満やや満足

市
民
参
加
と
協
働

子
育
て・教
育

健
や
か
で
心
豊
か
な
暮
ら
し

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

安
心・安
全

2.8 2.8 

12.5 12.5 

3.7 3.7 

7.2 7.2 

9.19.1

8.08.0

4.94.9

7.77.7

6.06.0

10.110.1

5.45.4

5.25.2

3.73.7

3.43.4

2.12.1

4.14.1

5.95.9

4.4 4.4 

6.06.0

9.0 9.0 

2.02.0

7.37.3

3.33.3

3.73.7

8.0 8.0 

12.912.9

52.1 52.1 

61.2 61.2 

56.0 56.0 

48.2 48.2 

49.2 49.2 

50.3 50.3 

44.8 44.8 

51.0 51.0 

53.4 53.4 

56.4 56.4 

50.0 50.0 

54.4 54.4 

46.1 46.1 

49.2 49.2 

40.240.2

47.747.7

44.144.1

44.344.3

52.952.9

61.161.1

39.139.1

48.948.9

38.438.4

43.643.6

59.959.9

56.056.0

26.5 26.5 

14.5 14.5 

25.1 25.1 

20.4 20.4 

18.7 18.7 

18.7 18.7 

27.4 27.4 

25.1 25.1 

23.0 23.0 

21.0 21.0 

29.3 29.3 

23.6 23.6 

33.6 33.6 

29.6 29.6 

36.2 36.2 

29.3 29.3 

31.9 31.9 

34.2 34.2 

26.9 26.9 

17.4 17.4 

38.9 38.9 

25.9 25.9 

40.2 40.2 

31.8 31.8 

20.4 20.4 

19.4 19.4 

2.9 2.9 

3.7 3.7 

3.1 3.1 

3.7 3.7 

4.2 4.2 

5.0 5.0 

5.5 5.5 

3.9 3.9 

3.6 3.6 

4.4 4.4 

4.9 4.9 

2.3 2.3 

3.7 3.7 

3.1 3.1 

8.6 8.6 

4.1 4.1 

6.2 6.2 

5.4 5.4 

4.4 4.4 

3.7 3.7 

5.7 5.7 

8.1 8.1 

6.5 6.5 

10.9 10.9 

3.9 3.9 

3.6 3.6 

15.6 15.6 

8.0 8.0 

12.1 12.1 

20.5 20.5 

18.7 18.7 

17.9 17.9 

17.4 17.4 

12.4 12.4 

14.0 14.0 

8.1 8.1 

10.4 10.4 

14.5 14.5 

12.9 12.9 

14.7 14.7 

12.9 12.9 

14.8 14.8 

11.9 11.9 

11.7 11.7 

9.8 9.8 

8.8 8.8 

14.3 14.3 

9.8 9.8 

11.6 11.6 

9.9 9.9 

7.8 7.8 

8.1 8.1 

市政全般の満足度について（単位：％）①市政全般の重要度・満足度
　この調査では、市政全般の重要度・満足度に
ついてをテーマに、「富田林市総合ビジョンお
よび総合基本計画」に沿った26項目について、
重要度と満足度を伺いました。重要度と満足度
の高かった項目は次のとおりです。
●「消防・救急医療体制の充実」などの項目が
重要度の高い結果に
　26項目の中で、「重要」と選んだ方が最も多かっ
た項目は、「消防・救急医療体制の充実」で、続
いて「保育や子育て支援の充実」および「地域
における健康づくりの機会や保健予防」となって
おり、全ての人が健康で安全・安心に暮らせるま
ちづくりへの関心が高いことがうかがえました。
●「行政情報の提供」の項目が満足度の高い結果に
　26項目の中で、「とても満足」「やや満足」を合
わせた満足度が最も高かったのは「くらしに必要
な行政情報の提供」で73.7％、続いて「消防・救
急医療体制の充実」70.1％となっています。満
足度の高い項目については、積極的な行政情報
の提供や、市民主体の健康づくりの推進に関す
る取り組みなどが評価されたものと思われます。

②市政に関する情報の入手方法
　この調査では、市政に関する情報発信につい
て、以下の２点をお伺いしました。回答が多かっ
た項目は下表のとおりです。(複数回答可）
市政情報を知りたいとき
に、ご覧になるもの（媒体）

インターネットにアクセス
する際、使っている機器

広報とんだばやし(84.9%) スマートフォン (76.4%)
回覧板 (38.3%) パソコン (38.1%)
市公式 LINE(28.2%) タブレット (14.3%)
市ウェブサイト (21.3%) 閲覧しない (7.2%)

　 市民の皆さんが市政情報を得る手段として
は、広報誌を多くご覧いただいています。引き
続き、より伝わる誌面づくりに努めます。
　即時性が優れるインターネットでは、スマー
トフォンでの閲覧が主であり、また、情報を得
る手段としては、市ウェブサイトよりも市公式
LINE が上回る結果となりました。今後も、市
ウェブサイトのみならず、LINE など SNS を用
いた効果的な情報発信に取り組みます。
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